
（別紙３）

～ 2026年1月27日

（対象者数） 10 （回答者数） 6

～ 2026年1月27日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も成長に沿った支援ができるように、

ケース会議を定期的に行う

2

構造化することにより、活動を理解し取り

組むことができるようになる

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所内外の研修に参加する

2

事業所見学の研修があったら積極的に参加

したい

3

発達票を利用し個別票を作成して定期的に

モニタリングを行い個別支援計画に取り入

れている

利用児一人一人の成長を記録し課題に対応

している。職員は共有できている

○事業所名 児童発達支援事業所　わくわく

○保護者評価実施期間
2026年1月13日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

構造的な支援を行っている 視覚的支援、活動の構造化、時間の構造化

を行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

障害に対して知識不足 事業所での研修の機会が少なかったり個人

の学習不足もある

他の事業所の支援がわからない 法人内でもそれぞれの事業所が支援内容を

工夫しているので学びたい

事業所における自己評価総括表公表


